




▲小川技師に摘果方法を教わる部員ら

▲�共済事務リーダーが集まって情報共有などを行ないました

　６月22日、呉地域本部は新たに共済事務リーダー
を対象とした会議を始めました。参加する事務リー
ダーは各支店１名ずつの14人。担当者や支店間のつ
ながりの強化、地域本部内での情報共有と対応力な
どの向上が目的で初の取り組みです。
　14支店41人のスマイルサポーター（スマサポ）が、
組合員・利用者の窓口を担当しています。2023年
４月の合併後、スマサポ同士や本支店間の連携、交
流が希薄になり、情報共有や知識向上も困難になる
といった課題を心配した同地域本部共済課が本店共
済管理課と相談して取り組み、今後も定期的に開催
する予定です。

支店間で知識共有　ＪＡ共済事務リーダー会議

ときめき 女性部通信

『家の光』で夏帽子づくり　

技術向上へ　柑橘摘果講習会　
女性部下島支部

　ＪＡひろしま女性部呉地区本部下島支部と大古支部は、
７月から『家の光』５月号を参考に「エコアンダリアで
編む夏帽子」を作りました。
　レーヨンでできたテープ
状のエコアンダリアをかぎ
針で帽子型のネットに編み
つけて作ります。少し難易
度の高い手芸に苦戦しまし
たが、部員同士助け合いな
がら作り上げました。苦労
した分、完成した帽子に喜
びはひとしおです。

　ＪＡひろしま女性部呉地区本部下島支部は７月初旬、同Ｊ
Ａ蒲刈アグリセンターと協力し呉市下蒲刈町にある柑橘園地
で摘果講習会を開き、部員４人が参加しました。
　ＪＡでは地区ごとに講習会を開催するほか、女性の参加し
やすさと質問しやすい講習会、適期作業の徹底と栽培技術の
向上を目的にせん定と摘果の講習会を行なっています。
　講習会はＪＡ広島果実連の小川哲也技師を講師に、部員の
管理する温州ミカンと不

し ら ぬ ひ
知火等の園地で、部員らが樹の内側

や日陰に着いた果実や基準より小さな果実を摘果し、果実が
密集しないように気をつけて作業しました。

▲�作り上げた夏帽子に笑顔の皆さん▲�帽子作りに没頭する部員
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